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業務の引継ぎを支援する作業履歴保存方式の提案

岡田 卓也1 乃村 能成1

概要：オフィス環境において，業務の担当者が代わる際，業務の引継ぎに先立って前任者は業務に関する情
報を収集する．このとき，業務で利用した複数のアプリケーションプログラムには業務に関する情報が収
集されている．本稿では，実際の業務を例に挙げ，業務に関する情報がどのように複数のアプリケーショ
ンプログラムに収集されるのかについて説明した．また，複数のアプリケーションプログラムから業務に
関する情報を収集する際の問題を明らかにした．1つは，業務や作業単位での情報収集が困難な問題であ
る．もう 1つは，業務に関する情報の内どれを引き継ぐべきかわからない問題である．これらの問題に対
処するために，業務や作業単位で情報を管理し，情報の重要度を管理する作業履歴の保存方式を提案した．
さらに，提案方式を実現した Desktop Bookmarkから業務に関する情報が収集できることを示した．
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1. はじめに
オフィス環境において，業務の担当者が代わる際，前任
者がもつ業務に関する情報を後任者に渡して業務を引き継
ぐことが多い [1]．業務の引継ぎに先立って前任者は業務に
関する情報を収集する必要がある．Intel社の 2100人の社
員に対する調査では社員の 6割が 3つ以上のチームに所属
していた [2]．複数の業務を担当する近年の労働者にとっ
ては，業務の引継ぎにともなう情報収集の効率化が必要で
ある．
ここで，IT分野専門のリサーチ企業による調査によれ
ば，労働者の 8割がコラボレーションツールにおいて電子
メールやスケジューラを利用し，5割以上がファイル共有
を利用している [3]．このことから， オフィス環境におい
て業務は複数のアプリケーションプログラム（以下，AP

と呼ぶ）によって管理され，実施されていることが分か
る．業務の管理や実施に利用した複数の APには業務に関
する情報が蓄積される．たとえば，業務に関する作業一覧
が TODOリスト APに蓄積される．また，業務で作成す
べきメールがメーラに送信メールとして蓄積される．この
ため，業務の管理や実施に利用した複数の APから業務に
関する情報を収集できると考えられる．
しかし，複数のAPから業務に関する情報を収集する際，
以下の 2つの問題が発生する．1つ目は，業務や作業単位
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での情報収集が困難な問題である．多くの APでは業務に
関する情報が業務や作業単位で分類されていないため，複
数の業務に関する情報の中から引き継ぐ業務に関する情報
を選別しなければならない．2つ目は，業務に関する情報
の内，どれが引き継がれるべき重要度の高い情報かわから
ない問題である．たとえば，文書作成 APの場合，ファイ
ルの参照履歴から成果物に関するファイルの一覧が分かる
が，その内どれが重要な引き継ぐべき情報なのかはわから
ない．
上記の問題を解決するためには作業に関する情報を統一
的に管理するツールが必要である．このようなツールはす
でにいくつか存在する [4][5][6][7]．しかし，これらのツー
ルは業務の引継ぎのために設計されたツールではない．こ
のため，業務の別を意識した情報の収集や情報の重要度を
扱うことができない．
そこで，本稿では，業務の引継ぎを支援可能な作業履歴
保存方式を提案する．提案方式では，業務や作業単位で情
報を管理し，情報の重要度を管理する．
以降では，まずはじめに，実際の業務を例に挙げ，業務
を実施する中で業務に関する情報がどのように複数の AP

に蓄積されるのかについて述べる．次に，複数の APから
業務に関する情報を収集する際に発生する問題について述
べる．さらに，これらの問題に対処する提案方式について
述べる．
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2. 業務の引継ぎ
2.1 想定する業務の引継ぎ
我々の経験から実際の業務の引継ぎは以下のように進む
ことが考えられる．前任者は業務に関する情報を引継ぎ資
料にまとめて後任者に渡す．その後，後任者は，引継ぎ資
料を参照しながら，以下のように仕事を遂行する．まず，
業務の目的を把握し，要求される成果物を把握する．次に，
成果物作成のための業務とそれを構成する小さな業務，業
務で実施する作業の一覧，各作業の実施時期を把握し，作
業実施の計画を立てる．個々の作業を実施する際は，参考
資料一覧を把握し，成果物を作成する．さらに，作業の手
順，作業の要領，作業の注意事項を把握する．
前任者は，引継ぎ資料作成のために業務に関する上記の
情報を収集する必要がある．次節以降では，大学の講義
であるプログラミング演習の Teaching Assistant （以下，
TAと呼ぶ）業務を例に挙げながら業務の引継ぎのために
収集すべき情報とそれらの情報源の関係についてついて考
察する．
以降の議論は，実際の TAの業務遂行と引継ぎ資料作成
の過程を観察した結果に基づいている．

2.2 TAの業務
プログラミング演習は毎年開講され，Web上の講義資料
を用いた教員による演習内容の解説と学生による演習から
なる．15回の講義の内，第 7回と第 15回の 2回で口頭試
問が行われ，学生はレポートを提出する．TAは，講義資
料の修正，学生の指導，およびレポートの提出確認を補助
する．

2.3 収集すべき情報
TA業務の引継ぎ資料から引継ぎに必要な情報を抽出し，

7種類に分類した．それぞれの定義と，TA業務における
具体的内容を以下に示す．
(情報 1) 業務目的
業務の主たる目的を短い言葉で表したものである．TA

業務の場合，講義資料の修正，学生の指導，およびレ
ポートの提出確認を補助し，講義を補助することで
ある．

(情報 2) 成果物
作成すべき成果物である．TA業務の場合，講義資料
の修正案，業務日誌，およびレポートの提出状況表で
ある．

(情報 3) 業務構成
業務とそれを構成する複数の小さな業務の関係や構造
を示したものである．TA業務の場合，15回ある講義
に関する業務と 2回の口頭試問に関する業務の関係の

ことである．
(情報 4) 作業一覧
個々の業務で実施する作業の一覧である．TA業務の
場合，講義に関しては，講義資料の修正，学生への指
導補助，および業務日誌の送付で，口頭試問に関する
業務では，レポートの提出確認である．

(情報 5) 作業時期
作業を実施する時期の情報である．TA業務の場合，
業務は 4月から 7月までの間，毎週 1回月曜日で，第
7回と第 15回の講義に口頭試問に関する業務がある．

(情報 6) 参考資料
個々の成果物作成時にどの資料を参考すべきかといっ
た情報である．TA業務の場合，講義資料の修正や講義
内容の確認には講義資料，業務日誌の作成には前任者
の業務日誌と前回の作業で送付した業務日誌，レポー
トの提出状況表の作成には，提出されたレポートを参
照する．

(情報 7) 作業詳細
個々の作業の手順や注意事項の情報である．TA業務
の場合，以下があった．講義資料の修正業務において
は，講義資料中の誤字脱字修正の手順および文書作成
APで修正案を作成して提出する方法，学生への指導
補助においては，学生からの質問に回答する手順およ
び回答する際の注意事項，業務日誌の送付業務におい
ては，メールで業務日誌を作成して送付する方法，レ
ポートの提出確認業務においては，提出したレポート
の体裁を確認する方法および提出状況表を作成する
方法．
業務の引継ぎの支援には，これら 7種類の情報収集の効
率化が必要である．オフィス環境において業務は複数の
APによって管理しており，これらの APから業務に関す
る情報を収集できると考えられる．次節で，これら 7種類
の情報を収集する情報源と APの関係について述べる．

2.4 情報源
引継ぎ資料の情報は，TAの業務実施時に利用された複
数の AP，口伝の情報，本人の業務中の気づきから収集さ
れていた．以下，TA業務の流れに沿って，これらの情報
が APや TA自身の記憶に蓄積される過程を説明する．文
中太字は，後に引継ぎ資料を作成する際の情報源となるも
のを示している．
( 1 ) 第 1回講義の準備と実施

(手順 1-1) 業務の受任
担当教員から業務を受任する．この際，目的は講
義の補助で，講義は 4月から 7月までの間，毎週
月曜日に 1回ずつ 15回行われること，第 7回と
第 15回では口頭試問を実施すること，作業の手
順，および実施日について口伝にて説明を受ける．
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(手順 1-2) TODOリストの作成
業務に関する作業を管理するためにTODOリス
ト「TAの業務」を作成する．

(手順 1-3) 小項目の作成
講義の業務に関する作業を管理するためにTODO

リスト「TAの業務」に小項目「第 1回講義の業
務」を作成する．

(手順 1-4) TODOの作成
（手順 1-3）で作成した小項目のさらに下にTODO

「講義資料の修正」，TODO「学生への指導補助」，
および TODO「業務日誌の送付」を作成する．

(手順 1-5) 講義予定の登録
カレンダの第 1回講義の実施日に予定「第 1回講
義」を登録する．

(手順 1-6) 講義の業務に関する作業の実施
講義資料の修正では，Webブラウザで講義資料
を確認し，文書作成APで修正案を作成し，提出
する．学生への指導補助では，学生からの質問に
回答する．業務日誌の送付では，メーラで前任者
の業務日誌を参照しつつ業務日誌を作成して送付
する．学生への指導補助を実施する際，業務日誌
に指導内容を記述するために質問内容と回答をメ
モすると良いことに気づく．

( 2 ) 第 2回以降の講義の準備と実施
(手順 2-1) 小項目の作成

TODOリスト「TAの業務」に次回の講義に関す
る作業を管理する小項目を作成する．

(手順 2-2) TODOの作成
毎週の講義で実施する作業は同じであるため，（手
順 2-1）で作成した小項目に（手順 1-4）と同じ
TODOを登録する．

(手順 2-3) 講義予定の登録
カレンダの次回講義の実施日に予定を登録する．

(手順 2-4) 講義の業務に関する作業の実施
講義資料の修正では，前回の作業で修正していた
講義資料から修正を再開する．また，業務日誌の
送付では，前回の作業で送付した業務日誌を参考
に新しく業務日誌を作成する．

( 3 ) 口頭試問後の作業の実施
(手順 3-1) レポートの提出確認の受任

担当教員からレポートの提出確認を受任する．こ
の際，作業手順と作業は直ぐに実施することにつ
いて口伝にて説明を受ける．

(手順 3-2) レポートの提出確認の実施
レポートの提出確認では，PDFビューアで学生
の提出したレポートを確認し，表計算 AP でレ
ポートの提出状況表を作成する．

(手順 3-3) 作業の振返り

口頭試問が行われた講義に関するTODOリスト
の小項目に TODO「レポートの提出確認」を追加
する．

上記の TA業務の流れの中に見られる情報源は，以下の
6つであった．
(情報源 1) TODOリスト
(情報源 2) カレンダ
(情報源 3) メーラ
(情報源 4) オフィスソフト (表計算/文書作成) 2種
(情報源 5) ビューア (Web/PDF) 2種
(情報源 6) 口伝および業務中の気づき
これらと 2.3節で示した収集すべき情報との関係を表 1 に
まとめる．収集すべき情報の内，19項目中 13項目 (約 7

割)は，情報源が APである．また，そのために用いた AP

は，5分類にわたる全 7種類であった．このことから，TA

業務の引継ぎにおいては，収集すべき情報の多くが APか
ら収集できる，かつ APは複数にわたることが分かる．
ただし，APから収集できる情報は，業務の形態によって
変化すると考えられる．たとえば，業務を複数人で担当す
る場合，（情報 7）作業詳細は，口伝ではなくメールやWeb

ページで共有されることがある．このような場合は，メー
ラやビューア（情報源 3,5）から情報を収集できる．また，
プロジェクト管理ツールを利用して業務を管理している場
合，（情報 1）業務目的はプロジェクト管理ツールで管理さ
れ，共有されることがある．このような場合は，プロジェ
クト管理ツールから（情報 1）業務目的を収集できる．

3. 情報収集における問題
3.1 複数のAPからの情報収集における問題
APから引継ぎで収集すべき情報を得る場合，以下の 2

つの問題が発生する．
( 1 ) 業務や作業単位での情報収集が困難

APには複数の業務や作業にわたる情報が混在して蓄
積されている場合がある．たとえば，TODOリスト
は，業務単位で分類されているのに対して [8]，カレン
ダの予定やオフィスソフトの「最近使ったファイル」
は，そうではない．このため，情報を収集する際，引
き継ぐべき業務や作業に関する情報のみを AP中の情
報から選別しなければならない．

( 2 ) 引き継ぐべき情報の選定が困難
APは，個々の情報について参照や更新の履歴を持つ
が，それら履歴だけから，どれが引き継ぐべき重要な
情報かを知ることは困難である．たとえば，オフィス
ソフトの「最近使ったファイル」は，あるファイルが
いつ編集されたかを表現するのみで，情報の重要度を
表していない．このため，この情報だけでは，引き継
ぐべき情報の選定ができない．
上記の問題に対処するためには，作業に関する情報を統
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表 1 TA の業務の引継ぎで収集すべき情報と情報源の対応
通番 収集すべき情報 情報源

1 (情報 1) TA の業務は講義を補助するために実施 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき
2 (情報 2) 講義資料の修正案 (情報源 4) オフィスソフト
3 (情報 2) 業務日誌 (情報源 3) メーラ
4 (情報 2) レポートの提出状況表 (情報源 4) オフィスソフト
5 (情報 3) 15 回の講義に関する業務 (情報源 1) TODO リスト
6 (情報 3) 2 回の口頭試問に関する業務 (情報源 1) TODO リスト
7 (情報 4) 講義資料の修正 (情報源 1) TODO リスト
8 (情報 4) 学生への指導補助 (情報源 1) TODO リスト
9 (情報 4) 業務日誌の送付 (情報源 1) TODO リスト

10 (情報 4) レポートの提出確認 (情報源 1) TODO リスト
11 (情報 5) 毎週 1 回講義に関する業務を実施 (情報源 2) カレンダ
12 (情報 5) 第 7 回講義と第 15 回講義で口頭試問に関する業務を実施 (情報源 2) カレンダ
13 (情報 6) 講義資料の修正で講義資料を参照 (情報源 5) ビューア
14 (情報 6) レポートの提出確認でレポートを参照 (情報源 5) ビューア
15 (情報 7) 講義資料の修正の手順 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき
16 (情報 7) 学生への指導補助の手順 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき
17 (情報 7) 学生への指導補助の注意事項 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき
18 (情報 7) 業務日誌の送付の手順 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき
19 (情報 7) レポートの提出確認の手順 (情報源 6) 口伝および業務中の気づき

一的に管理するツールが必要である．このようなツールは
既にいくつか存在する．以降では，これらのツールを紹介
し，既存ツールの情報収集における問題について述べる．

3.2 作業に関する情報を統一的に管理するツールの情報
収集における問題

3.2.1 俺デスク
大澤らの開発した俺デスク [4]は，操作履歴を用いて履
歴情報の想起を支援するツールである．俺デスクは，参照
時刻やクリップボードの利用履歴から算出されるデータ間
関連度を利用して計算機内部のファイルとWebページを
関連づける．また，Webページへのアクセス時間やアクセ
ス回数から算出されるデータ着目度を利用して，情報の重
要度を表現する．これにより，重要な情報が把握できる．
しかし，俺デスクは業務や作業単位でデータの関連を扱っ
ていない．このため，業務や作業単位での情報収集が困難
である．
3.2.2 Toggl

Toggl[5]は，行動履歴を管理するツールである．Toggl

は，ユーザが明示的に入力した作業時間の履歴，およびAP

の使用履歴を記録する．しかし，Togglでは，上記 2つの
履歴の関連性を管理していない．このため，ユーザが意識
する業務や作業において利用された APの使用履歴を関連
付けて，引継ぎに必要な情報を得ることが困難である．
3.2.3 Desktop Bookmark

我々の開発した Desktop Bookmark[6][7] （以下，DTB

と呼ぶ）は，計算機上の作業の途中状態を保存・復元する
ツールである．DTBでは，ファイルやWebページのアク

セス履歴をユーザが明示的に入力した作業時間の履歴と結
び付けて保存する．このため，これらを業務や作業単位で
まとめられれば，引き継ぎに必要な情報として活用できる．
しかしながら，DTBは，ある特定の時刻におけるデス
クトップ状態を復元する目的で開発されているため，業務
や作業が複数の時間帯にまたがった場合，それらの履歴を
集約できない．さらに，ユーザが明示的に入力した作業時
間の間の構造を管理できない．つまり，引継ぎの際に必要
な情報である業務や作業間の階層構造を取得できない．
このように，DTBは，業務の引継ぎのために収集すべ
き情報をその内部に保持しているにも関わらず，それらが
引継ぎに適した形で管理されていないため，業務の引継ぎ
に利用することが困難である．次章では，これら問題点の
詳細と DTBの改善案について述べる．

4. DTBによる業務の引継ぎ
4.1 DTBからの情報収集における問題
(問題 1) 業務や作業単位での履歴情報収集が困難

DTBでは，ある連続した時間帯を 1つの Time Entry

と呼び，その間の AP に関する履歴情報が Unified

Historyとして関連付けて管理される．各 Time Entry

は，ユーザによって明示的に名前が付けられ，一覧で
管理される．したがって，複数の時間帯に分けて実施
された 1つの作業に対して複数の Time Entryが保存
される．この様子を図 1に示す．
図 1では，前任者は，講義資料の修正と学生への指導
補助をそれぞれ 2回の時間帯に分けて実施し，それぞ
れに名前「講義資料の修正」と「学生への指導補助」
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講義資料の修正 
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講義資料の修正 

04/23 09:00 – 09:30

学生への指導補助

04/23 08:50 – 09:00

学生への指導補助

04/23 09:30 – 09:45

講義資料の修正

04/23 08:40 – 08:50
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学生への指導補助
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Time Entry ユーザの記憶

講義資料.html 

修正案.txt 

Unified History

図 1 作業時期の集約

を付けている．
同じ作業に同じ名前を付けて Time Entryを保存する
ことで，ユーザは，それぞれの Time Entryがどの作
業に関連するものかといった手掛りとしている．つま
り，作業に対する Time Entryの集約関係は，ユーザ
の記憶に頼っていることになる．
作業が多数の時間帯に渡った場合，あるいは，作業の
種類が多岐に渡った場合，この管理は困難さを増す．

(問題 2) 引き継ぐべき履歴情報の選定が困難
DTBでは Unified History中のどの履歴が重要かを示
す情報がない．このため，業務や作業に関連する複数
の Unified Historyの中から成果物や参考資料として
引き継ぐべき重要な履歴情報を選定することが困難に
なる．

4.2 DTBによる業務の引継ぎにおける要求
DTBを業務の引継ぎに利用するためには，以下の 2つ
の要求が発生する．
(要求 1) 業務や作業単位の Time Entryの関連性を管理
業務や作業単位で Time Entryの関連性を管理するこ
とで，DTBが Time Entryを業務や作業単位で集約で
きる．

(要求 2) 履歴情報の重要度の管理
履歴情報の重要度を管理して提示することで，多くの
履歴情報の中から成果物や参考資料として引き継ぐべ
き重要な履歴情報を探すことが容易になる．

4.3 業務の引継ぎを支援する作業履歴保存方式
前項で述べた要求を実現するために，DTBが扱うデー
タモデルに変更を加え，業務の引継ぎを支援する作業履歴
保存方式（以下，提案方式と呼ぶ）を導入する．提案方式
では，DTBが扱うモデルに以下の 2つの変更を加える．
( 1 ) 業務や作業単位で Time Entry間の関連性を扱うモデ
ルを定義
業務や作業間の階層構造を扱うモデルを定義する．

( 2 ) 履歴情報に重要度の指標として参照時間を保持
成果物や参考資料として引き継ぐべき重要な情報は，
他の情報に比べて長時間編集や参照されると考えられ
る．そこで，履歴情報に重要度の指標として参照時間

を保持する．
上記の変更を加え，再定義した DTBが扱うモデルは以
下の 5つの要素から構成される．
( 1 ) Duration

ある連続する時間帯を表現するものである．
( 2 ) Unified History

Durationとデータの位置（ファイルのパス，または
URL）の 2つ組である．つまり，1つのUnified History

は，ある連続する時間帯においてある 1つのファイル
もしくは URLが参照されたことを表現する．

( 3 ) Time Entry

Unified Historyの集合と Durationの 2組である．つ
まり，Time Entryは，ある連続する時間帯における
複数のファイルや URLの参照パターンを表現する．

( 4 ) Task

Time Entryの集合で，複数の時間帯にまたがる作業の
開始から完了までの間におけるファイルや URLの参
照パターンを表現する．つまり，複数の Time Entry

からその作業に関連するものだけを選別して集めたも
のである．

( 5 ) Mission

TaskまたはMissionの集合で，複数の作業からなる業
務を表現するものである．つまり，業務の階層構造を
表現している．

提案方式を適用した DTBでは，TAの業務の第 1回講義
に関する業務の情報は図 2に示す形で収集される．Time

Entry「講義資料の修正」や「学生への指導補助」はそれ
ぞれ Task「講義資料の修正」と「学生への指導補助」の
要素となっている．また，これらの TaskはMission「第 1

回講義に関する業務」の要素となっている．このため，第
1回講義に関する業務の情報を収集するにはMission「第
1回講義に関する業務」を参照すれば良い．また，講義資
料の修正や学生への指導補助の情報を収集するには Task

「講義資料の修正」や「学生への指導補助」を参照すれば良
い．ここで，Task「講義資料の修正」に含まれる Unified

Historyとして「講義資料.html」と「修正案.txt」がある．
両者は「04/23 08:40-08:50」や「04/23 09:00-09:30」といっ
た参照時間の情報をもつ．ここから，参照時間が長い「修
正案.txt」が引き継ぐべき情報の第一候補となる．

4.4 DTBの操作による収集すべき情報の蓄積
2.4節で述べた TA業務の流れに沿って，DTBを利用し
た情報蓄積が行われる過程を以下に説明する．
( 1 ) 第 1回講義の準備と実施

(手順 1-1) 業務の受任
担当教員から業務を受任する．この際，目的は講
義の補助で，講義は，4月から 7月までの間，毎
週月曜日に 1回ずつ 15回行われること，第 7回
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学生への指導補助

講義資料の修正 
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講義資料の修正 

04/23 09:00 – 09:30

学生への指導補助

04/23 08:50 – 09:00

学生への指導補助

04/23 09:30 – 09:45

講義資料の修正

第1回講義に関する業務

講義資料.html 

04/23 08:40‐08:50

修正案.txt 

04/23 09:00‐09:30

Mission

Task Task

Time Entry

Time Entry

Unified History

図 2 提案手法適用後の DTB による業務の情報の収集

と第 15回では口頭試問を実施すること，作業の
手順，および，実施日について口伝にて説明を受
ける．

(手順 1-2) 業務全体を管理するMissionの作成
TAの業務に関する作業を管理するために，Mission

「TAの業務」を作成する．
(手順 1-3) 講義の業務を管理するMissionの作成

講義の業務に関する作業を管理するために，
Mission「第 1回講義の業務」を作成し，Mission

「TAの業務」配下に整理する．
(手順 1-4) Taskの作成

Task「講義資料の修正」，Task「学生への指導補
助」，および Task「業務日誌の送付」を作成し，
Mission「第 1回講義の業務」配下に整理する．

(手順 1-5) 講義の業務に関する作業の実施
作業を実施する際は対応する Task と関連する
Time Entryを作成して作業時間を記録する．

( 2 ) 第 2回以降の講義の準備と実施
(手順 2-1) 講義の業務を管理するMissionの作成

次回の講義に関する作業を管理するMissionを作
成し，Mission「TAの業務」に整理する．

(手順 2-2) Taskの作成
毎週の講義で実施する作業は同じであるため，（手
順 1-4）と同じ Taskを作成し，（手順 2-1）で作成
したMissionに整理する．

(手順 2-3) 講義の業務に関する作業の実施
作業を実施する際は対応する Task と関連する
Time Entryを作成して作業時間を記録する．講
義資料の修正では，前回講義の Mission がもつ
Task「講義資料の修正」から作業状態を復元し，
前回の作業で修正していた講義資料から修正を再
開する．また，業務日誌の送付では，前回講義の
Missionがもつ Task「業務日誌の送付」に関連す
るUnified Historyから業務日誌を復元し，復元し
た業務日誌を参考に新しく業務日誌を作成する．

( 3 ) 口頭試問後の作業の実施

学生への指導補助

講義資料の修正 

04/23 08:40 – 09:30

学生への指導補助

04/23 09:30 – 09:45

講義資料の修正

第1回講義に関する業務

…


…


…

ー の提出確 

講義資料の修正 

07/30 08:40 – 09:30

ー の提出確 

07/30 15:00 – 15:15

講義資料の修正

第15回講義に関する業務
…


…


…


…


TAの業務

講義資料.html 

04/23 08:40‐08:45

修正案.txt 

04/23 08:45‐09:30

Mission

Mission Mission

Task Task
Unified History

Time Entry Time Entry

図 3 DTB に蓄積業務の情報の収集

(手順 3-1) レポートの提出確認の受任
担当教員から口頭試問に関する作業としてレポー
トの提出確認を受任する．また，レポートの提出
確認は直ぐに実施するよう依頼される．

(手順 3-2) レポートの提出確認の実施
作業を実施する際は Time Entryを作成して作業
時間を記録する．

(手順 3-3) 作業の振返り
Task「レポートの提出確認」を作成し，口頭試問
が行われた講義に関するMissionに整理する．そ
の後，（手順 3-2）で作成した Time Entryを Task

「レポートの提出確認」配下に整理する．
以上の実施の流れを経ることで，TAの業務に関する情報
は図 3に示す形で DTBに蓄積される．Mission「TAの業
務」は，TAの業務を構成する業務に対応するMission「第
1回講義に関する業務」や「第 15回講義に関する業務」を
要素としてもつ．このことから，TAの業務は 15回の講義
から構成されているという（情報 3）業務構成を収集でき
る．Mission「第 1回講義に関する業務」は，講義中の作
業に対応する Task「講義資料の修正」や「学生への指導
補助」を要素としてもつ．また，Mission「第 15回講義に
関する業務」は，講義中の作業に対応する Task「講義資
料の修正」の他に，口頭試問中で実施する作業に対応する
Task「レポートの提出確認」を要素としてもつ．このこと
から，講義に関する業務では講義資料の修正や学生への指
導補助を実施し，口頭試問に関する業務では，レポートの
提出確認を実施するという（情報 4）作業一覧を収集でき
る．Task「講義資料の修正」は Time Entry「講義資料の
修正」を要素としてもつ．Time Entry「講義資料の修正」
は Duration「04/23 08:40-09:30」，Unified History「講義
資料.html」，「修正案.txt」を要素としてもつ．このことか
ら，講義資料の修正は 4月 23日の 8時 40分から 9時 30

分にかけて実施したという（情報 5）作業時期を収集でき
る．また，要求される成果物に講義資料の修正案があると
いう（情報 2）成果物や参考資料に講義資料があるという
（情報 6）参考資料を収集できる．
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表 2 収集すべき情報と DTB が蓄積可能な情報の関係

収集すべき情報 DTB が蓄積可能な情報
(情報 1) 業務目的 なし
(情報 2) 成果物 Mission に関連する Unified History の一部
(情報 3) 業務構成 Mission の階層構造
(情報 4) 作業一覧 Mission に属する Task

(情報 5) 作業時期 Time Entry がもつ Duration

(情報 6) 参考資料 Task に関連する Unified History の一部
(情報 7) 作業詳細 なし

4.5 業務の引継ぎのために収集すべき情報と DTBが蓄
積可能な情報の関係

4.4節で述べたことから，業務の引継ぎのために収集す
べき情報と提案方式を適用した DTBが蓄積可能な情報の
関係は表 2のようにまとめられる．表 2から，業務の引継
ぎのために収集すべき情報の内，（情報 1）業務目的と（情
報 7）作業詳細以外の 5つの情報が DTBが蓄積可能な情
報から収集できることが分かる．

5. おわりに
実際に実施された TAの業務を例に挙げ，業務を実施す
る中で業務の引継ぎのために収集すべき情報がどのように
複数の情報源に蓄積されるのかについて述べた．複数の情
報源から業務の引継ぎのために収集すべき情報を収集する
際の問題として，業務や作業単位での情報収集が困難な問
題と引き継ぐべき情報の選定が困難な問題について述べた．
また，この問題に対処するために業務の引継ぎを支援する
作業履歴保存方式を提案した．提案手法では，業務や作業
単位で Time Entryを管理し，履歴情報の重要度を管理す
る．さらに，TAの業務を例に挙げ，業務の引継ぎのため
に収集すべき情報がどのように提案方式を適用した DTB

に蓄積されるのかについて述べ，引継ぎのために収集すべ
き情報の多くを DTBが蓄積可能な情報から収集できるこ
とを示した．
残された課題として，引継ぎ資料の作成を支援する機能
の検討，作業発生の規則性を扱うカレンダシステム [9]との
連携によるMissionや Taskの周期性の管理，およびメー
ルの再利用を促進するシステム [10]が扱うメールの再利用
情報の履歴情報の重要度の指標への利用がある．
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